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家庭用廃食油（使用済み天ぷら油など）の拠点回収の開始 
 

大阪狭山市では、令和 7 年 1 月 6 日から、市役所本庁舎、市役所南館、市立コミュニティ
センターの市内 3 か所に「廃食油リサイクルボックス」を設置し、家庭用廃食油の拠点回収
を開始します。 

大阪狭山市と植田油脂株式会社は、令和 6 年 12 月 1 日に「家庭用廃食油リサイクルの推
進、温室効果ガス排出削減及び循環型社会の実現に関する連携協定」を締結し、今後は、拠
点回収した家庭用廃食油を、バイオディーゼル燃料やせっけんにリサイクルします。 

これまで、市内の家庭で発生した使用済み天ぷら油などの家庭用廃食油は、紙に吸収させ
るなどした後、「もえるごみ」として回収していました。 

家庭用廃食油は、ごみとして廃棄処分するのではなく、リサイクルによって、ごみの減量
化や温室効果ガス排出削減が図れます。 

今後は、各家庭で使用済み天ぷら油などをペットボトルなどの容器に入れて、廃食油リサ
イクルボックスまで持ってきていただき、ごみの減量化とリサイクルの推進に取り組みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ 生活環境グループ（担当／高橋）☎072-366-0011 


